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第 5 時まで合計 5 時間の構成となっている 14）。
　第 1 時では，当時の社会状況について探究させて













































































































































































































































































― 7 ― 
 
 子どもの意欲を誘発させたい指示・発問  










































































































　考察の結果，第 1 時，第 2 時で社会に目を向けさせ，
民衆の立場に立たせることで社会を知りたいという










る。つまり，第 1 時から第 4 時は，社会の改善に貢
献するための力を育成する基礎的な段階であり，第 5



































































































考察の結果，第 1 時，第 2 時で社会に目を向けさ
せ，民衆の立場に立たせることで社会を知りたいと
いうレベル 1 の意欲を向上させており，第 3 時，第
4 時で社会に疑問を生じさせることで，レベル 2 の
意欲を向上させている。第 5 時で，子どもに自分の
意見を社会に向けて発信することを求めることで，




















































































― 9 ― 
てているのである。つまり，第 1 時から第 4 時は，
社会の改善に貢献するための力を育成する基礎的な





とができるのである。以下に示す図 1 が，レベル 1
からレベル 3 までの意欲の関連を構造的に示したも
のである。レベル 1，レベル 2 の意欲は直接的な関
係性があり，互いに関連しながら向上している。そ
の際に，教師からの働きかけによって，意欲が効果
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